
朝
来
市
農
業
委
員
会

で
は
、
８
月
19
日
（
木
）

に
「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

出
発
式
」
を
市
役
所
本

庁
舎
大
会
議
室
で
行
い

ま
し
た
。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

（
利
用
状
況
調
査
）
は
、

農
地
の
利
用
状
況
の
確

認
、
遊
休
農
地
の
把
握
、

違
反
転
用
の
防
止
・
発

見
等
を
目
的
に
毎
年
市

内
全
域
で
行
っ
て
い
る

も
の
で
、
今
年
度
は
、

９
月
２
日
（
木
）
ま
で

の
間
、
13
班
体
制
で
実

施
し
ま
し
た
。

調
査
で
は
、
前
年
の

パ
ト
ロ
ー
ル
に
お
い
て

把
握
し
た
遊
休
農
地
が

解
消
さ
れ
て
い
る
か
に

重
点
を
置
き
、
併
せ
て

新
た
に
遊
休
化
、
荒
廃

化
し
た
農
地
が
な
い
か

も
確
認
し
ま
す
。

昨
年
度
の
調
査
で
は
、

農
地
台
帳
の
農
地
面
積

約
２
，
０
０
０
㌶
の
う

ち
約
30
㌶
が
遊
休
農
地

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

本
年
か
ら
遊
休
農
地

の
所
有
者
全
て
に
利
用

意
向
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。

農
業
委
員
会
で
は
、

利
用
状
況
調
査
で
把
握

し
た
遊
休
農
地
を
対
象

に
、
①
農
地
中
間
管
理

機
構
に
貸
し
付
け
る
、

②
自
ら
買
い
手
ま
た
は

借
り
手
を
見
つ
け
る
、

③
自
ら
耕
作
す
る
等
の

意
向
を
確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、
再
生
困
難
な

農
地
の
調
査
も
行
い
ま

し
た
。

農
家
の
高
齢
化
や
担

い
手
不
足
に
よ
り
増
加

す
る
遊
休
農
地
は
、
放

置
す
る
と
雑
草
が
繁
茂

し
、
病
害
虫
の
発
生
や

獣
害
に
よ
り
周
り
の
農

地
に
悪
影
響
を
与
え
ま

す
。
ど
の
よ
う
に
農
地

を
守
っ
て
い
く
か
、
人
・

農
地
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、

地
域
の
将
来
像
を
描
く

な
ど
、
地
域
を
あ
げ
た

取
組
み
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

農
業
委
員
会
で
は
、

利
用
状
況
調
査
で
、
地

目
が
農
地
（
田
・
畑
）

で
あ
る
も
の
の
、
荒
廃

が
進
行
し
て
、
現
況
が

農
地
以
外
（
山
や
原
野

な
ど
）
に
な
っ
て
い
て
、

農
地
と
し
て
再
生
利
用

が
困
難
な
土
地
に
つ
い

て
、
①
土
地
が
森
林
の

様
相
を
呈
し
て
い
る
な

ど
農
地
に
復
元
す
る
こ

と
が
著
し
く
困
難
で
あ

る
こ
と
、
②
周
囲
の
状

況
か
ら
み
て
、
そ
の
土

地
を
農
地
と
し
て
復
元

し
て
も
継
続
し
て
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
見
込
ま
れ
る
こ
と
な

ど
の
場
合
は
、
当
該
土

地
を
非
農
地
と
し
て
判

断
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
場
合
は
、
土

地
所
有
者
に
対
し
て
、

非
農
地
通
知
を
発
出
す

る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

法
的
な
手
続
き
（
農

地
法
や
農
業
経
営
基
盤

強
化
促
進
法
な
ど
に
よ

る
）
に
よ
ら
な
い
農
地

の
貸
借
、
権
利
移
動
、

い
わ
ゆ
る
ヤ
ミ
小
作
は
、

貸
し
手
と
借
り
手
の
お

互
い
の
口
約
束
、
承
諾

だ
け
で
、
田
畑
の
貸
し

借
り
を
す
る
法
律
の
保

護
を
受
け
な
い
契
約
で

す
。長

期
に
わ
た
り
貸
し

借
り
し
、
世
代
交
代
す

る
際
に
、
本
来
、
当
然

の
権
利
・
義
務
と
し
て

相
手
側
に
主
張
で
き
る

こ
と
が
、
で
き
な
く
な

る
可
能
性
が
あ
り
、
ト

ラ
ブ
ル
の
原
因
に
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。

ま
た
、
ヤ
ミ
小
作
さ

れ
て
い
る
農
地
の
面
積

は
、
市
農
業
委
員
会
の

農
地
台
帳
に
は
反
映
さ

れ
ま
せ
ん
の
で
、
正
確

な
耕
作
面
積
が
把
握
で

き
ま
せ
ん
。

農
地
の
貸
し
借
り
は
、

必
ず
法
的
な
手
続
き
を

し
ま
し
ょ
う
。

７
月
15
日
（
木
）
、

朝
来
市
農
林
振
興
課
の

職
員
を
講
師
に
、
第
3

次
朝
来
市
総
合
計
画
の

「
時
代
に
あ
わ
せ
た
農

畜
産
業
の
振
興
」
に
つ

い
て
、

①
農
業
の
担
い
手
と
農

業
経
営
体
の
育
成
・
強

化
、

②
耕
作
放
棄
地
の
発
生

抑
制
・
整
理
と
活
用
、

③
付
加
価
値
を
高
め
る

農
畜
産
業
の
経
営
支
援
、

そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
実
施

に
向
け
て
の
現
状
と
課

題
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

10
月
21
日
（
木
）
、

公
益
社
団
法
人
ひ
ょ
う

ご
農
林
機
構
朝
来
農
地

管
理
事
務
所
（
農
地
中

間
管
理
機
構
）
に
よ
る

農
地
バ
ン
ク
制
度
の
研

修
会
を
行
い
ま
し
た
。

農
地
中
間
管
理
事
業

の
役
割
と
手
続
き
方
法
、

人
と
農
地
の
問
題
を
解

決
す
る
た
め
の
「
未
来

の
設
計
図
」
で
あ
る
人
・

農
地
プ
ラ
ン
、
朝
来
市

内
の
取
組
・
進
捗
状
況
、

支
援
制
度
等
に
つ
い
て
、

質
疑
応
答
や
意
見
交
換

を
交
え
な
が
ら
、
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
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朝
来
市
住
み
た
い
田
舎
移
住
定
住
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
か
か
る
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ

ど
の
よ
う
な
内
容
で
す
か
？

Ａ

朝
来
市
に
移
住
・
定
住
す
る
新
規
就
農
研
修
生
の
確
保
及
び
担
い
手

農
家
へ
の
農
業
支
援
を
進
め
、
岩
津
ね
ぎ
を
は
じ
め
と
す
る
特
産
物
の

生
産
・
販
路
拡
大
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
で
き
た
制
度
で
、
親
方
農
家

の
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
の
営
農
指
導
を
受
け
る
45
歳
以
下
の
新
規
就
農
者
に

は
、
最
大
３
年
間
に
月
15
万
円
（
61
歳
以
下
、
月
10
万
円
）
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

※
返
還
要
件
あ
り
。

詳
し
く
は
農
業
委
員
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
農
業
委
員
会
事
務
局
】
℡

０
７
９‐

６
７
２‐

２
８
３
３

あ
さ
ご

農
業
委
員
会
だ
よ
り

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
！

審議内容 ７月 ８月 ９月 10月 11月 計

農地法第３条 農地の売買・貸借 ５ ７ １ ３ ６ 22

農地法第４条 農地の自己転用 １ １

農地法第５条 農地の転用売買・貸借 ６ ２ ２ ３ １ 14

非農地証明申請 ３ １ ２ ３ ２ 11

空き家に付随する農地の指定 ２ ２ １ １ ６

農業経営基盤強化促進法による農地の貸借 13 25 46 22 12 118

市
総
合
計
画
と
農
地
バ
ン
ク
制
度
に
つ
い
て

研
修
会
を
行
い
ま
し
た

出発式の様子

総
会
で
の
審
議
件
数

遊
休
農
地
・
違
反
転
用
の
発
生
防
止

荒
廃
農
地
の
非
農
地

判
断
に
つ
い
て

農
地
の
貸
し
借
り
は

法
的
な
手
続
き
を

農地法

Ｑ＆Ａシリーズ（17）

農
地
法
第
３
条
に
よ
る

許
可
、
農
業
経
営
基
盤

強
化
促
進
法
に
よ
る
利

用
権
の
設
定
、
農
地
中

間
管
理
事
業
を
活
用
し

ま
し
ょ
う
。



稲
刈
り
が
終
わ
り
、

黒
大
豆
枝
豆
の
収
穫
、

出
荷
真
っ
最
中
の
（
株
）

村
上
フ
ァ
ー
ム
の
村
上

彰
さ
ん
（
73
歳
山
東
町

田
中
区
在
住
）
に
取
材

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

大
学
卒
業
後
、
農
業

経
営
分
析
に
携
わ
る
仕

事
を
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
33
歳
の
時
に
実
家

の
ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
養
鶏

場
を
継
ぐ
た
め
、
家
族

で
帰
っ
て
来
ら
れ
ま
し

た
。

経
営
内
容
は
？

昭
和
48
年
に
設
立
さ

れ
た
田
中
営
農
組
合
も

軒
数
は
少
な
く
な
り
ま

し
た
が
、
受
託
面
積
は

年
々
増
え
、
現
在
は
16

町
歩
（
コ
ウ
ノ
ト
リ
育

む
お
米
10
町
歩
、
黒
大

豆
や
野
菜
６
町
歩
）
を

耕
作
さ
れ
て
い
ま
す
。

村
上
フ
ァ
ー
ム
で
は
、

大
変
厳
し
い
規
格
の
有

機
Ｊ
Ａ
Ｓ
に
取
り
組
み
、

耕
作
面
積
の
約
60
％
が

こ
だ
わ
り
を
も
っ
た
有

機
農
法
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼

品
の
中
で
、
プ
ロ
が
全

国
か
ら
選
ぶ
お
米
15
種

類
の
中
に
も
入
っ
て
い

ま
す
。
枝
豆
は
平
成
28

年
か
ら
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
・
エ
コ
フ
ェ
ス
タ
で

グ
ラ
ン
プ
リ
に
３
年
連

続
で
選
出
さ
れ
て
お
り
、

村
上
さ
ん
曰
く
、
「
努

力
し
て
良
い
も
の
を
作

れ
ば
、
必
然
的
に
需
要

が
生
ま
れ
、
販
路
は
で

き
る
。
」
と
の
こ
と
。

農
業
へ
の
取
り
組
み

農
繁
期
以
外
は
、
通

常
、
家
族
３
人
で
極
力

省
力
化
で
作
業
を
行
っ

て
お
ら
れ
、
「
農
福
連

携
」
事
業
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
。

新
規
就
農
さ
れ
る
方
達

に
有
機
農
業
に
将
来
的

に
取
り
組
む
に
あ
た
っ

て
、
目
先
の
こ
と
ば
か

り
で
は
な
く
、
農
業
も

科
学
と
捉
え
研
修
中
に

よ
く
勉
強
し
、
実
績
を

積
ん
で
い
け
ば
い
い
と

言
わ
れ
て
ま
し
た
。

農
業
の
や
り
が
い
は
？

自
分
で
作
っ
た
も
の

が
美
味
し
い
と
評
価
さ

れ
る
こ
と
が
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
繋
が
り
ま
す
。

今
後
ど
う
し
て
い
け
ば

い
い
？

田
中
区
は
今
は
遊
休

農
地
は
ゼ
ロ
で
す
が
、

隣
接
す
る
集
落
の
土
地

も
含
め
て
、
高
齢
化
で

農
業
人
口
も
減
っ
て
い

く
中
で
、
農
地
を
荒
ら

さ
ず
管
理
し
て
い
く
た

め
に
も
、
圃
場
の
面
積

を
大
き
く
し
、
給
排
水

管
理
も
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

方
式
に
し
て
、
管
理
し

易
く
整
備
す
る
こ
と
が

必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

取
材
を
終
え
て

有
機
農
業
に
全
力
を

注
い
で
お
ら
れ
、
ま
だ

ま
だ
農
業
に
も
や
り
方

次
第
で
未
来
が
あ
り
、

可
能
性
が
あ
る
と
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
山
野
）

今
回
は
、
朝
来
市
元

津
の
鴨
谷
康
隆
さ
ん

（
36
歳
）
を
取
材
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

農
業
に
従
事
さ
れ
た
の

は
ど
う
し
て
で
す
か
？

６
年
前
に
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
に
見
切
り
を
つ
け

て
帰
郷
し
、
神
河
町
の

知
人
宅
へ
手
伝
い
に
行
っ

た
の
が
農
業
を
始
め
た

き
っ
か
け
で
す
。

知
人
宅
は
畑
作
物
農

家
で
、
各
種
野
菜
を
作

付
け
さ
れ
て
い
ま
す
。

手
伝
い
に
行
く
う
ち
に

農
業
に
興
味
が
湧
い
て

き
ま
し
た
。

幸
い
実
家
に
は
、
約

50
㌃
程
の
農
地
が
あ
り
、

知
人
の
指
導
を
受
け
、

岩
津
ね
ぎ
を
作
っ
た
の

が
始
ま
り
で
す
。

現
在
の
作
付
け
規
模
は
？

岩
津
ね
ぎ
が
80
㌃
、

に
ん
に
く
20
㌃
、
人
参

30
㌃
、
黒
豆
（
ひ
か
り

姫
）
約
15
㌃
、
と
水
稲

40
㌃
。

販
路
と
労
力
は
ど
う
さ

れ
て
い
ま
す
か
？

現
在
は
、
直
販
と
神

河
町
の
知
人
に
も
お
世

話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

先
日
も
、
姫
路
へ
Ｐ

Ｒ
を
兼
ね
て
元
津
の
同

僚
と
販
売
に
行
っ
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
同
僚
も
同
じ
地

区
で
野
菜
を
耕
作
し
て

い
て
、
私
と
同
じ
く
近

く
の
直
販
販
売
所
を
使
っ

て
販
売
し
て
い
ま
す
。

労
力
に
つ
い
て
は
、

妻
と
娘
、
両
親
で
作
物

の
植
え
付
け
、
収
穫
、

直
販
所
等
を
手
伝
っ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

課
題
・
目
標
な
ど
は
あ

り
ま
す
か
？

来
年
は
、
田
の
集
積

に
よ
り
100
㌃
程
面
積
が

増
え
ま
す
。

農
地
維
持
に
は
、
水

稲
を
絡
め
て
の
設
備
投

資
を
ど
う
す
る
か
が
課

題
で
す
。

目
標
は
、
朝
来
市
で

一
番
の
岩
津
ね
ぎ
農
家

に
な
る
こ
と
で
す
。
そ

し
て
、
元
津
の
若
手
３

人
で
、
元
津
を
岩
津
ね

ぎ
で
い
っ
ぱ
い
に
す
る

の
が
私
の
夢
で
す
。

（
大
田
垣
）

コ
ロ
ナ
に
振
り
回
さ

れ
た
一
年
で
し
た
。
月

に
一
度
開
催
の
委
員
会

総
会
は
人
数
制
限
が
さ

れ
た
事
も
何
度
か
あ
り

ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
の

救
い
は
、
毎
号
取
材
さ

せ
て
い
た
だ
く
認
定
農

業
者
、
新
規
就
農
者
の

皆
さ
ん
自
ら
が
立
て
た

５
年
、
３
年
の
目
標
と

計
画
に
従
い
、
暑
い
時

も
寒
い
時
も
、
一
歩
一

歩
前
向
き
で
笑
顔
を
忘

れ
ず
農
業
に
取
り
組
ん

で
お
ら
れ
る
姿
で
し
た
。

今
年
最
後
の
号
と
な

り
ま
し
た
。
少
し
早
い

で
す
が
、
来
年
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

（
西
村
）
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編
集
後
記

認
定
農
業
者
シ
リ
ー
ズ
14

有
機
農
業
と
と
も
に

Ｕ
タ
ー
ン
で
新
規
就
農

新
規
就
農
シ
リ
ー
ズ
４

岩
津
ね
ぎ
の
産
地
拡
大
を
目
指
し
て

大型倉庫の前で村上代表

ねぎ畑を背に鴨谷さん

農機具倉庫の中で

黒大豆枝豆収穫中（息子の克彦さん）

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
に
取
り
組
む


